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業績予想の修正に関するお知らせ 
  

平成23年5月13日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成 24年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 23 年

9 月 30 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 

純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

8,700

百万円

1,450

百万円

1,450

百万円 

900 

円銭

53.43

今回修正（Ｂ） 10,700 2,000 2,040 1,300 76.99

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 550 590 400 

増 減 率（％） 23.0 37.9 40.7 44.4 

ご参考（前期第 2四半期実績） 
（平成 23 年 3 月期第 2四半期） 

7,571 1,499 1,532 817 48.56

 

２．平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3月 31 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

17,000

百万円

2,750

百万円

2,800

百万円 

1,750 

円銭

103.90

今回修正（Ｂ） 19,500 3,350 3,400 2,000 118.45

増減額（Ｂ－Ａ） 2,500 600 600 250 

増 減 率（％） 14.7 21.8 21.4 14.3 

ご参考（前期実績） 
（平成 23 年 3 月期） 

15,287 2,606 2,683 3 0.20

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

３．平成 24年 3 月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 23 年

9 月 30 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 経常利益

四半期 

純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

8,200

百万円

1,200

百万円

710

円銭 

42.15 

今回修正（Ｂ） 9,800 1,470 870 51.52 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,600 270 160  

増 減 率（％） 19.5 22.5 22.5  

ご参考（前期第 2四半期実績） 
（平成 23 年 3 月期第 2四半期） 

7,157 1,346 678 40.24 

 

４．平成 22 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3月 31 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 当期純利益

1株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

16,000

百万円

2,350

百万円

1,400

円銭 

83.11 

今回修正（Ｂ） 18,000 2,750 1,500 88.83 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 400 100  

増 減 率（％） 12.5 17.0 7.1  

ご参考（前期実績） 
（平成 23 年 3 月期） 

14,154 2,105 △440 △26.17 

 

 

５．業績予想修正の理由 

(1) 第 2 四半期連結累計期間業績予想 

当期第 1四半期の受注での、スマートフォンなどモバイル端末向け微細コイル用巻線機、エ

コ家電向けコイル・モーター用巻線機の受注が予想を大幅に上回り、その生産、売上げが継続

していることから売上高、利益とも前回予想を上回る見込みとなりました。 

(2) 通期連結業績予想 

売上高につきましては、前出受注による生産がピークを超えますが、自動車向けコイル・モ

ーター向け巻線機、巻取りなど自動機の受注による生産が加わり、期初予想を上回る売上が見

込まれることから、売上高、利益とも前回予想を修正いたします。 

(3) 個別連結業績予想 

個別の業績予想につきましては、連結と同様の理由によるものであります。 

なお、配当予想の修正はございません。 

 

 

 

＊ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたものであり、実際の業績は見

通しと異なることがあり得ます。 
 

以 上 
 


